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 本論文では、高齢者の家計を巡る状況が厳しさを増す中で重要性が高まっているリタイアメント・プランニングに

ついて、そのあるべき姿と金融機関にとってのビジネスチャンスについて考察する。現状のリタイアメント・プラン

ニングの課題を抽出し、確率的なアプローチを導入することでそれを克服する方法を具体的な事例に基づき提示する。

また、残された問題としての一個人の不確実性について、長寿リスク計量化をはじめとした金融技術による新たな金

融商品の開発の重要性について述べる。最後に、リタイアメント・プランニングのあるべき姿を実現する上で金融機

関が果たすべき役割とビジネスチャンスについて考察する。 
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1. 大相続時代におけるリタイアメント・

プランニング 

団塊の世代が後期高齢者となる 2020 年

に向けて、我が国の相続マーケットは拡大

を続け、すでに大相続時代に突入したと言

われている。 
拡大を続ける相続マーケットにおいては、

既に様々なプレイヤーが顧客セグメントご

とに様々なサービスを提供しているが、対

象者数という意味で最も数の多いマス層に

対しては、各業界とも手付かずもしくはそ

の中でも相対的に裕福であったり金融リテ

ラシーの高い一部の層への受動的なサービ

スの提供にとどまっているのが現状である

（図 1）。 
本論文では、課税の有無にかかわらず相

続は誰にでも発生する人生のイベントであ

ると考え、マス層に対するリタイアメン

ト・プランニングのあるべき姿と金融機関

が果たすべき役割やビジネスチャンスにつ

いて考察する。 

 

図 1：相続マーケットのプレイヤー 

 
2. 高齢者マス層の家計の実態とリタイア

メント・プランニングの重要性 

高齢者無職世帯の家計収支を見ると、年

金を中心とした実収入に対して実支出が上

回っており、恒常的に赤字であることがわ

かる（図 2）。家計収支の赤字は、現役時代
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